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第
百
十
九
条
第
一
項
及
び
第
六
項
中
「
第
百
十
八
条

の
三
第
六
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
三
号
」
に

改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第

一
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
一
号
」
に
、「
、
職
場
支
援

附
則
第
十
五
条
の
十
一
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、

第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
条
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ

て
、
同
号
の
労
働
者
と
し
て
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
者
を
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、

茨
城
県
、
栃
木
県
、
千
葉
県
、
新
潟
県
又
は
長
野
県

の
区
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
い
て
雇
い
入
れ

る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
十
二
箇
月
」
と
あ
る
の
は
「
十
二
箇

月
、
十
八
箇
月
」
と
す
る
。

一

東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
に
、
特
定
被
災
区
域

内
に
居
住
し
て
い
た
求
職
者
又
は
特
定
被
災
区
域

に
お
い
て
就
業
を
し
て
お
り
、
当
該
震
災
に
よ
り

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
求
職
者

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

イ

身
体
障
害
者

ロ

知
的
障
害
者

ハ

精
神
障
害
者

附
則
第
十
七
条
の
五
の
二
第
四
項
中
「
職
場
支
援
従

事
者
配
置
助
成
金
（
同
条
第
七
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す

る
職
場
支
援
従
事
者
の
雇
入
れ
に
係
る
も
の
に
限
る
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
「
）、
職
場
支
援
従
事
者

配
置
助
成
金
（
同
条
第
七
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
職

場
支
援
従
事
者
の
雇
入
れ
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。」に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
七
号

資
本
市
場
及
び
金
融
業
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
金
融
商

品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年

法
律
第
四
十
九
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
消
費
生
活

協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
号
）
第
五
十

三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
費
生
活
協
同
組

合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
大

蔵
省
令
、
法
務
庁
令
、
厚
生
省
令
、
農
林
省
令
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
十
条
第
四
項
中
「
特
定
目
的
借
入
れ
」
を
「
特

定
借
入
れ
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
八
号

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第

六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で

並
び
に
第
二
項
並
び
に
第
六
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第

四
号
、
第
五
号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
二
項
並
び
に
建
設

労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一

年
法
律
第
三
十
三
号
）第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省

令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
八
条
第
五
項
中
「
介
護
関
係
業
務
の
う
ち
介

護
労
働
者
法
施
行
規
則
」
を
「
介
護
労
働
者
の
雇
用
管

理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六
十

三
号
。
以
下
「
介
護
労
働
者
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
介
護
関
係
業
務
の
う
ち
介
護
労
働
者

の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平

成
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）」に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
条
の
七
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
訓
練
等
支
援
給
付
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
八

特
定
被
災
区
域
内
に
所
在
す
る
事
業

所
の
事
業
主
に
対
す
る
訓
練
等
支
援
給
付
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
は
、
第
百
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号

イ
\
B

の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
同
号
ロ
\
中
「
及
び

B

並
び
に
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
」
と
、
同
号
ハ
\

中
「
、
A

及
び
B

」
と
あ
る
の
は
「
及
び
A

」
と
、

同
項
第
二
号
イ
\
及
び
]
中
「
三
分
の
一
」
と
あ
る

の
は
「
三
分
の
一（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

二
分
の
一
）」と
、
同
号
ロ
\
及
び
]
中「
三
分
の
一
」

と
あ
る
の
は
「
二
分
の
一
」
と
、「
二
分
の
一
」
と
あ

る
の
は
「
三
分
の
二
」
と
、同
号
ハ
\
及
び
]
中「
三

分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
三
分
の
一
（
中
小
企
業
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
）」と
、
同
号
ニ
\
及

び
]
中
「
三
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
二
分
の
一
」

と
、「
二
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
三
分
の
二
」
と
、

同
号
ホ
\
及
び
]
中
「
二
分
の
一
」と
あ
る
の
は「
三

分
の
一
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
三
分
の

二
）」と
読
み
替
え
て
適
用
す
る
。

従
事
者
配
置
助
成
金
（
同
条
第
七
項
第
一
号
ロ
に
規
定

す
る
職
場
支
援
従
事
者
の
雇
入
れ
に
係
る
も
の
に
限

る
。））
に
該
当
す
る
事
業
主
に
係
る
も
の
に
限
る
。、

職
場
支
援
従
事
者
配
置
助
成
金
（
同
条
第
七
項
第
一
号

ロ
に
規
定
す
る
職
場
支
援
従
事
者
の
雇
入
れ
に
係
る
も

の
に
限
る
。）」
を
「
）
に
該
当
す
る
事
業
主
に
係
る
も

の
に
限
る
。）、
職
場
支
援
従
事
者
配
置
助
成
金
（
同
条

第
七
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
職
場
支
援
従
事
者
の
雇

入
れ
に
係
る
も
の
に
限
る
。」に
改
め
、
同
条
第
九
項
中

「
第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
六

項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
百
十
八
条

の
三
第
六
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
四
号
」
に

改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
百
十
八
条
の
三
第
六
項

第
一
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条

第
十
三
項
中
「
第
百
十
八
条
の
三
第
七
項
第
一
号
ロ
」

を
「
前
条
第
七
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五

項
中
「
事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
・
運
営
等
助
成
金
」

を「
事
業
所
内
保
育
施
設
設
置
・
運
営
等
支
援
助
成
金
」

に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
百
十
八
条
の
三
第
六

項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同

条
第
十
七
項
中
「
第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
四
号
」

を
「
前
条
第
六
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
九
項

中
「
第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第

六
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
項
中
「
第
百
十

八
条
の
三
第
六
項
第
四
号
」
を「
前
条
第
六
項
第
四
号
」

に
、「
限
る
。、」を
「
限
る
。）、」に
、「
限
る
。））」
を
「
限

る
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
四
項
、
第
二
十
九
項
及

び
第
三
十
項
中
「
第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
一
号
」

を
「
前
条
第
六
項
第
一
号
」
に
、「
、
職
場
支
援
従
事
者

配
置
助
成
金
（
同
条
第
七
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
職

場
支
援
従
事
者
の
雇
入
れ
に
係
る
も
の
に
限
る
。））
に

該
当
す
る
事
業
主
に
係
る
も
の
に
限
る
。、
職
場
支
援

従
事
者
配
置
助
成
金
（
同
条
第
七
項
第
一
号
ロ
に
規
定

す
る
職
場
支
援
従
事
者
の
雇
入
れ
に
係
る
も
の
に
限

る
。）」
を
「
）
に
該
当
す
る
事
業
主
に
係
る
も
の
に
限

る
。）、
職
場
支
援
従
事
者
配
置
助
成
金
（
同
条
第
七
項

第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
職
場
支
援
従
事
者
の
雇
入
れ
に

係
る
も
の
に
限
る
。」に
改
め
、同
条
第
三
十
一
項
中「
第

百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第

一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
二
項
中
「
第
百
十
八
条

の
三
第
六
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
二
号
」
に

改
め
、
同
条
第
三
十
三
項
中
「
第
百
十
八
条
の
三
第
六

項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同

条
第
三
十
四
項
中「
第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
四
号
」

を
「
前
条
第
六
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
五

項
中
「
第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
五
号
」
を
「
前
条

第
六
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
六
項
中
「
第

百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
六
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第

六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
第
百
十
八
条

の
三
第
六
項
第
七
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
七
号
」
に

改
め
、
同
条
第
三
十
八
項
中
「
第
百
十
八
条
の
三
第
六

項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
中
「
第
一

項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
五
第
二
項
中
「
第
二
号
」
の
下
に

「
及
び
第
三
号
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
特
定

被
災
区
域
に
居
住
」
を
「
、
特
定
被
災
区
域
に
居
住
し

て
い
た
六
十
五
歳
未
満
の
求
職
者
（
第
百
十
条
第
二
項

第
一
号
イ
の
職
場
適
応
訓
練
受
講
求
職
者
を
除
く
。
以

下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、「（
第
百
十
条

第
二
項
第
一
号
イ
の
職
場
適
応
訓
練
受
講
求
職
者
を
除

く
。）」
を
削
り
、
同
号
ロ
中
「
対
象
労
働
者
」
を
「
イ

に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
（
次
号
及
び
第
三
号
に

お
い
て
「
対
象
者
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
前
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
」を「
対

象
者
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
で
あ
つ
て
、
特
定

対
象
者
（
対
象
者
の
う
ち
、
同
号
イ
の
雇
入
れ
の

日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

て
い
る
者
又
は
同
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た

者
を
い
う
。）を
十
人
以
上
雇
用
し
た
も
の
に
対
し

て
は
、
当
該
特
定
対
象
者
の
数
が
十
人
以
上
に
達

し
た
と
き
に
、
前
号
に
定
め
る
額
に
加
え
、
五
十

万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
十
万

円
）

附
則
第
十
五
条
の
五
第
四
項
中
「
第
百
十
八
条
の
三

第
五
項
第
一
号
」
を
「
第
百
十
八
条
の
三
第
六
項
第
一

号
」
に
改
め
、
同
項
及
び
同
条
第
五
項
中
「
、
建
設
教

育
訓
練
助
成
金
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え

る
。

６

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
災
者
雇
用
開

発
助
成
金
は
、
国
等
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も

の
と
す
る
。

７

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
災
者
雇
用
開

発
助
成
金
は
、
労
働
保
険
料
の
納
付
の
状
況
が
著
し

く
不
適
切
で
あ
る
、
又
は
過
去
三
年
以
内
に
偽
り
そ

の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の

他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金

の
支
給
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業

主
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。
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